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＜めざす生徒像＞

（知）自ら学ぶ生徒 古殿町立古殿中学校
（徳）礼儀正しく思いやりのある生徒 校長 上野 康生
（体）心身ともに健康な生徒

～ ３９名の新入生、ようこそ古殿中へ ～

４月６日の入学式で３９名の新入生を迎え、全校１２６名で令和４年度の
スタートを切りました。生徒一人一人にとって、充実した１年間となること
を願っています。入学式での新入生はやや緊張気味ではありましたが、「中学
生として頑張ろう」という意気込みが感じられました。
在校生代表歓迎の言葉では、３年生の小針星砂くんが「中学校生活はこれ 立派な態度の新入生

からの進路につながる大切な時間なので、毎時間の授業を真剣に受け、毎日
の家庭学習を積み重ねる習慣を身につけてほしい」、「古殿中学校はあいさつ
が盛んな学校なので、先輩方を見習って元気なあいさつを心がけてほしい」、
「一人一人がルールを守ることを自覚して生活し、仲間同士で意識を高め合
ってほしい」と述べました。
それを受けて、新入生代表誓いの言葉では、角田祥恵さんが「予習・復習

を欠かさず行い、積極的な態度で授業に臨みたい」、「部活動では、自分の弱
い気持ちに負けず、強い意志を持ち続けたい」、「自分の行動に責任をもって

在校生代表歓迎の言葉

生活し、自分で目標を決め、その目標に向かって歩んでいきたい」と力強く
決意を述べました。
また、入学式に当たっては新２、３年生が新入生のために式場作成や清掃

などを一生懸命行いました。早速、「先輩」としての素晴らしい姿を見ること
ができ、とても嬉しく思います。本当にありがとうございました。
なお、校長式辞では、以下の３つの話をさせていただきました。新入生が

今後の中学校生活の中で意識し、大きく成長することを願っています。 新入生代表誓いの言葉

＜知＞ 自分から進んで学習してほしい。授業では、自分の考えを積極的に発言したり友だちの考
えを聞いたりして理解を深めるとともに、家庭学習では自分の苦手な内容などを考えて、自
分で計画を立てて学習することが大切である。また、古殿中には「学習の心得五ヶ条」とい
う、学習に臨む大切な姿勢についてまとめられたものがある。日頃から意識して生活してほ
しい。

＜徳＞ 思いやりの心や礼儀を大切にしてほしい。集団生活をする中で、時には意見の食い違いな
ども起こることがある。自分なりの考えをもつことは大切なことだが、友だちや先生方の話
をよく聞き、自分の考えをよりよいものにするなど、周りの人と協力しながら共に学んでい
ってほしい。また、あいさつは古殿中の大切な伝統であり、お互いが気持ちよく生活できる
よう、毎日、明るくさわやかなあいさつができるようにしてほしい。

＜体＞ 心身ともに健康であってほしい。毎日の睡眠、食事、運動など基本的な生活習慣を大切に
して、健康な体づくりをし、無欠席をめざして元気に登校してほしい。部活動にも積極的に
取り組み、体力を高めることはもとより、精神力を鍛え、嫌なことや辛いことから逃げずに
挑戦することが大切である。また、命を守る行動も徹底してほしい。交通ルールやマナーを
守り、飛び出しなどの危険な行為は絶対にしないなど、自分の命を自分で守る行動を確実に
とれるようにしてほしい。

～職 員 紹 介～

２２名のチームで生徒のために精一杯教育活動に取り組んで参ります。よろしくお願いいたします。


